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〇前回に引き続き、休校中の課題作文「中学校で頑張りたいことや楽しみにして
いること、チャレンジしたいこと」を掲載します。

「中学で頑張りたいこと」
ぼくが中学でがんばりたいことは、二つある。一つ目は、勉強だ。まず授業の受け方を変える。小学生の自

分を考えたとき授業中にしゃべっていたので中学からは、しっかりと授業の受け方を気を付けたい。そして予
習復習もする。中学の勉強は今までよりも難しくなる。だから、次の授業の前のちょっとした時間に予習復習
をするようにする。
二つ目は、何事も積極的にチャレンジすることだ。中学では、新しいことがたくさんある。だから勇気を出

してチャレンジすることを心がける。例えば、委員会や行事などでいろいろな係を決めることがあると思うか
ら積極的に手を挙げチャレンジする。
中学校生活は、今までよりもさらに忙しく三年間があっという間に過ぎ去ってしまう気がするので時間を無

駄にしないためにメリハリをつけて生活することを心がける。

「中学校で頑張りたいこと」
ぼくが中学生になって頑張りたいことは２つあります。１つ目は勉強です。中学生になって勉強が今以上に

難しくなるので頑張りたいです。小学校ではなんとなく勉強していたけれど、中学校では授業中に先生の話を
聞いてノートをしっかりきれいに書きたいです。
２つ目は、部活です。小学校の頃はサッカー部に入っていたので、サッカー部に入りたいです。そして部活

では、色々な人との交流・協力などを集団生活を通じて学べたらいいと思います。また、勉強以外のことに目
標をもって取り組んでいけることも大切なので、学習とは別に自分が熱くなれる、ストレス発散の機会や仲間
を意識する機会を大切にして、集団生活で自分がどうふるまえるかを考えていきたいと思います。
中学生になって勉強も部活も忙しくなっていくから、どちらも頑張りたいです。

「中学校でやってみたいこと」
私が中学校でやってみたいことは合唱部を作ることだ。歌を歌うと楽しい気持ちになったり自分を自分で励

ますことができる。
私は小学校の時、みどりの風合唱に三年間入っていた。みどりの風合唱団ではNHK合唱コンクールに出た

り、ボランティア活動で施設で歌ったりした。歌はたくさんの人を勇気づけたり幸せにしてくれるのだと気づ
いた。そして私はあっという間に高学年になっていた。私はみどりの風合唱団で積み上げてきた実力をもっと
伸ばしたいと思った。
だから私は合唱部を作りたいと思った。歌を聴いてくれる人たちに勇気づけたり幸せにしたいから、そして

将来歌を歌いたいから今よりもっと歌がうまくなるように頑張りたい。

「中学生になって」
今までの私は勉強でもスポーツでも、苦手なことは先入観にとらわれて楽しめないことが多かった。あとに

なって振り返ると、あそこまで苦手意識を持たなかったらもう少し楽しめたかなぁ、と後悔することも。
中学では、教科も増えて英語も本格的になったり、教科ごとに違う先生が担当されたりと、小学校とは授業

の方式も変わる。小学校のクラブ活動とは違う部活動では、一体どのようなことがあるのだろうか。こうして
考えてみると不安ばかりが募っていく気がしてならない。
しかし、小学校の半分、三年間という短い学校生活だからこそ、先入観を持たずにチャレンジし、これまで

の自分とは違う「何ごとも楽しめる自分」になりたいと思う。

「チャレンジ」
私が中学校で頑張りたいことは２つあります。１つ目は勉強で、２つ目は友達関係です。
私は勉強の中で、算数と社会が苦手です。６年生までは、「嫌だな」「やりたくないな」という苦手意識を

もって勉強していました。でも中学生になったら、苦手意識をもたずにチャレンジしたいです。そのために、
授業に集中して話を聞いて、分からないところがあったら苦手だと避けずに分かるまで勉強しようと思います。
中学校では、相手の気持ちを考えて行動したいです。そのためには相手の話をしっかり最後まで聞くことと、

相手によって態度を変えないことです。自分が嫌だと感じることは、相手も同じように感じていることを忘れ
ないように頑張りたいです。
この２つがただの目標で終わらないように意識して、中学校生活を楽しみたいです。



予定 備考

１５日 月 ４時間授業、給食開始、①学年集会

１６日 火 ４時間授業

１７日 水 ４時間授業

１８日 木
４時間授業
生徒個人写真撮影

１９日 金
４時間授業・第４６回入学式（１３時３５分開式）・保護者会
部活動体験入部カード提出〆切

２０日 土

２１日 日

２２日 月 部活動段階的再開

２３日 火

２４日 水

２５日 木 部活動体験入部日

２６日 金 部活動体験入部日

※予定は変更する可能性があります。その際はまたご連絡いたします。

【連絡】６月２２日（月）までに清掃用の雑巾を２枚用意してください。

今週、来週の予定

「中学で頑張りたいこと」
私は運動が好きだ。マラソンや短距離走等も好きだが、特にテニスやバスケットボール、鬼ごっこが好きだ。

いっぱい動いてたくさん汗をかき、水を飲むと、全身の水が入れ替わったようでとても気持ちが良い。
だから私は、中学校で運動部に入って打ち込みたいと考えている。私の知っている部活といえば、「スラム

ダンク」と「ちはやふる」である。主人公が仲間とともに努力する姿がとてもかっこよく、繰り返し、何度も
読んだ。漫画のようにはいかなくても、仲間と一緒に目標に向かって頑張ることに憧れる。
私はスポーツは、一人でやるよりも仲間とやる方が楽しいし、より上達できると思っている。一人ではすぐ

あきらめてしまうことでも仲間がいれば頑張れるからだ。なので部活に入ったら仲間を大切にし、頑張りたい。

「中学校で大切にしたいこと」
私が中学校で大切にしたいことは、何事も前向きに捉えるということです。

今までの私は、何でもすぐにマイナスに考えていました。一度そう考えてしまうと、どんどん嫌になるという
悪循環になり、楽しむことができませんでした。しかし、このままではもったいないと思い、意識を変えてみ
るとだんだん楽しいと思うことが増えていきました。すべては自分次第なんだと知りました。
このことから、私は前向きに捉えることを勉強や部活動に生かしていきたいと思います。

教科が増え大変になる勉強は、勉強と思わずに新しく学ぶことそのものに興味をもつ。小学校のクラブよりも、
精神面、体力面が鍛えられる部活動ではすぐに諦めずに、粘り強くその時にできることを一生懸命やっていこ
うと思います。
きちんと実践できるように努力していきます。

「中学校で頑張りたいこと」
ぼくが、中学校で頑張りたいことはない。勉強も部活も楽しみたいからだ。

「がんばる」という感情はなぜ湧くのか。それは自分がやりたくないことを「きらい」という感情で押さえつ
けて、実行するからだと思うのだ。
だから、「勉強をがんばる」などと言っている人は長続きしないだろう。でも、もちろん頑張り続けた人は

いる。しかしその人は幸せだっただろうか。がんばり続けて、目標を達成した後、何を求めるだろうか。がん
ばることによって、本当の目的を見失ってしまうのではないだろうか。かのアインシュタインやアイザック・
ニュートンは数学を「がんばった」から新しい発見ができたのではなく「楽しんだ」から成果が出せたのだと
僕は思う。辛いことがあっても彼らは「楽しんで」乗り切ったのだ。したがって僕は勉強も部活も習い事も頑
張らない。すべて楽しみたいと思う。


